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 ⅠⅠ ははじじめめにに  

 

 

世世界界トトッッププレレベベルルのの医医学学でで明明日日をを拓拓くく 

 

京京都都府府立立医医科科大大学学はは11887722年年（（明明治治55年年））にに東東山山粟粟田田口口ににあありりまますす青青蓮蓮院院にに療療病病院院とと

ししてて設設立立さされれままししたた。。22002222年年にに創創立立115500周周年年をを迎迎ええ、、日日本本ででもも屈屈指指のの歴歴史史をを誇誇るる大大学学

でですす。。当当時時、、明明治治維維新新のの混混乱乱のの中中、、ままたた天天皇皇がが東東京京にに移移らられれたた後後、、京京都都府府民民のの心心ににぽぽ

っっかかりりとと空空いいたた穴穴をを埋埋めめるるよよううにに、、府府民民のの期期待待をを一一身身にに背背負負っってて設設立立さされれままししたた。。鳥鳥

羽羽・・伏伏見見のの戦戦いいでで負負傷傷ししたた藩藩士士をを見見事事にに治治癒癒にに導導いいたた西西洋洋医医学学をを目目のの当当たたりりににししたた先先

人人達達のの建建学学のの精精神神はは、、「「世世界界トトッッププレレベベルルのの医医学学をを地地域域へへ」」とといいうう大大学学のの理理念念にに引引きき

継継ががれれてていいまますす。。 

 

大大学学のの運運営営方方針針はは、、医医学学のの分分野野でで世世界界にに伍伍すするる研研究究大大学学ででああるるこことと、、ままたた同同時時にに特特

色色ああるる地地域域中中核核研研究究大大学学ででああるるここととををビビジジョョンンととしし、、そそれれをを実実現現すするるたためめにに世世界界トトッッ

ププククララススのの研研究究・・臨臨床床をを世世界界にに発発信信しし、、そそししてて地地域域へへ還還元元ししてていいまますす。。ままたた大大学学のの使使

命命のの根根幹幹ででああるる人人材材育育成成にに関関ししててはは学学修修者者本本位位のの教教育育をを目目指指ししてて、、必必要要にに応応じじてて教教育育

ププロロググララムムのの改改変変をを行行っってていいまますす。。  

 

 今今後後、、目目ままぐぐるるししくく変変わわっってていいくく我我々々をを取取りり巻巻くく地地球球環環境境、、社社会会環環境境のの中中でで、、医医学学

・・医医療療そそししててそそれれららをを含含むむヘヘルルススササイイエエンンススはは無無くくててははななららなないい分分野野でであありり続続けけまま

すす。。我我々々京京都都府府立立医医科科大大学学はは、、医医学学・・看看護護学学のの分分野野ににおおいいてて新新たたなな一一歩歩をを踏踏みみ出出ししたた

いいとと考考ええてていいるる皆皆様様をを全全力力でで応応援援ししまますす。。是是非非ああななたたのの情情熱熱とと意意欲欲ををももっってて受受験験にに挑挑

戦戦ししててくくだだささいい。。私私たたちちははああななたたのの可可能能性性をを信信じじてていいまますす。。 

 

                                                  京京都都府府立立医医科科大大学学  学学長長  夜夜  久久    均均 
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ⅡⅡ--１１    京京都都府府立立医医科科大大学学医医学学部部医医学学科科アアドドミミッッシショョンンポポリリシシーー（（入入学学者者受受入入方方針針））  

 
 

 京都府立医科大学は、明治５年(1872 年)青蓮院に設立された療病院を起源とする日本最古の

医科大学の１つである。長い歴史の中で、国際的視野に立って知を創造するとともに継承・発

展させ、新たな課題に立ち向かう使命感を校風の核とし、国内外に質の高い診療・教育・研究

成果を還元してきた。 

このような歴史と伝統に磨かれ形となったのが本学の理念「世界トップレベルの医学を地域

へ」である。高度の専門的な医学的知識・技術の修得はもとより、高い倫理観と幅広い教養を

備えつつ地域の医学・医療に取り組み、その成果を地域から世界へ発信できる優秀な人材を育

成・輩出し、社会の要請に応えるために次のような学生を求める。 

 

１ 生命の尊厳を重んじ、医学者・医師の職責を自覚し全うできるための人間愛と高い倫理観

を有する人 

２ 「学問の都」京都で自ら医学を学び、他者と連携しながら生涯にわたって研鑽をつみ、地

域の医療に最善を尽くす熱い意志と探究心を有する人 

３ 国際的視野に立ってトップレベルの医学・医療を京都から世界へ発信できるための向上心

と自ら考え学ぶ力を持った人 

４ すぐれた医学・医療を地域に展開するために必要な使命感とともに、リーダーシップとコ

ミュニケーション力を有する人 

 

 

【入学者選抜の方針】 
 高等学校等で学習する全ての教科が医学科教育の土台になるため、各教科における基礎学力

を幅広く評価する。なかでも、数学・理科、および国際公用語となっている英語の基礎学力は

必須であり、さらに人との交流が基盤となる医療と医学研究の場では国語力が重要である。 

入学試験では、一般選抜と学校推薦型選抜を実施しており、筆記試験によって学力および論

理的思考力などを評価し、面接では医学・医療への志や意欲を評価する。 
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ⅡⅡ--２２    京京都都府府立立医医科科大大学学医医学学部部看看護護学学科科アアドドミミッッシショョンンポポリリシシーー（（入入学学者者受受入入方方針針）） 

 
 

京都府立医科大学医学部看護学科の歴史は長く、明治 22 年(1889 年)の全国で初めてとな

る京都医学校附属産婆教習所の開設に始まり、歴史と伝統に支えられて、開学以来１万人を

超える卒業生を輩出してきました。 
本学は、「世界トップレベルの医学を地域へ」の理念のもと、生命及び人間の尊厳を基盤

に、豊かな人間性と創造性を培い、高度な専門知識や技術など看護専門職として総合的な能

力を有し、看護学の発展及び保健医療と福祉の向上に貢献できる人材を育成するため、次の

ような学生を求めます。 
 

１ 心豊かに人と接することができる人 

看護は対象となる人々との間に築かれる信頼関係を基盤として成立する。そのため、看

護者は、人とのかかわりを大切にし、他者を理解し、あらゆる人々の尊厳を重視し、高い

倫理観を持つことが求められる。 

２ 幅広い基礎学力を持ち、自ら考え学ぶ力のある人 

看護学を学ぶためには、幅広い基礎学力と主体的な学習態度、そして自分で考える力が

求められる。あわせて、看護学を学ぶことの意味を考えつつ、自ら大きく成長しようとい

う意志が必要である。 

３ 看護への関心があり、看護職として広く活躍したい人 

看護を実践するには、専門的な知識・技術及びグローバルな視野に基づく判断力や実践

力が求められる。また、地域医療に関心を持ち、保健医療福祉領域などで連携しながら看

護を実践できる協調性、責任感が必要である。 

４ 生涯、看護活動に関わり、社会に貢献する意志のある人 

めまぐるしい社会ニーズの変化に対応するために、生涯にわたり学習を継続しながら看

護を実践しようという意志が必要である。 

 

【入学者選抜の方針】 

将来、日本や世界で活躍できる看護師、保健師、助産師を育成している本学では、広く社

会と人に関心を持ち、主体的に学び、粘り強く探求出来る学生を求めます。 
本学科で学ぶためには、高等学校での幅広く高い基礎学力を必要とします。特に専門基礎

科目を理解し学ぶために、高校でその基礎となる理科や数学の知識をしっかりと身につけて

おくことが必要です。さらに看護学を学び看護ケアを理解するために、高校生活で豊かな感

受性を磨くと共に、論理的思考力を充分に養っておくことが必要となります。 
入学試験は、一般選抜と学校推薦型選抜を実施しており、学力および論理的思考力などと

併せて、看護への関心や意欲を総合的に評価します。 
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 Ⅲ 募集人員 

学   科 入 学 定 員 

募  集  人  員 

一般選抜 
（前期日程） 

学校推薦型選抜 学校推薦型 
選抜 地域枠 全国一般枠 

医 学 科 １０５ ９３ ７ ５ － 

看 護 学 科 ８５ ４５ － － ４０ 

＜注＞ 医学科学校推薦型選抜（全国一般枠）において最終的な入学手続者数が募集人員に 

満たない場合は、残余の募集人員は一般選抜の募集人員に加えます。 

 
Ⅳ 試験日

 

学  科 試  験  種  別 試  験  日 

医 学 科 

一般選抜（前期日程） 

令和８年２月２５日（水） 
［個別学力検査］及び[小論文試験］ 
令和８年２月２６日（木） 
［面接試験］ 

学校推薦型選抜 
＜地域枠＞ 

令和８年２月 ７日（土） 
［面接試験］ 

学校推薦型選抜 
 ＜全国一般枠＞ 

令和８年２月 ８日（日） 
［面接試験］ 

看 護 学 科 
一般選抜（前期日程） 

令和８年２月２５日（水）  
［個別学力検査］及び［面接試験］ 

学校推薦型選抜 
令和７年１１月２９日（土） 
［小論文試験］及び［面接試験］ 

＜注＞ 医学科・看護学科とも、第２次募集は行いません。 
 

Ⅴ 入学者選抜方法等 

○ 本学の入学者選抜は、一般選抜と学校推薦型選抜により実施します。 

○ 一般選抜の個別学力検査等は、分離・分割方式の前期日程により実施します。 

○ 本学の学校推薦型選抜と一般選抜（前期日程）の併願は可能です。 
 

【出願・受験上の注意】 

○ 国公立大学（独自日程で入学者選抜試験を行う大学を除く。以下同じ。）志願者は、前期日程、 

後期日程及び公立大学中期日程からそれぞれ１つ、合計３つまでの大学に出願し、受験することが 

できます。 

  ○ １つの国公立大学に入学手続を完了したときは、それ以後にこれを取り消して、他の国公立大学 

へ入学手続を行うことは認められません。 

○ 学校推薦型選抜の合格者については、特別な事情により本学から入学の辞退を許可された者を除 

き、他に出願済の国公立大学を受験しても、その大学の合格者とはなりません。 
 

 Ⅵ 身体等に障害のある入学志願者との事前相談 

本学に入学を志願する者のうち、身体等に障害（学校教育法施行令第22条の３に定める程度、その

他これに準じるもの）を有する者で、受験上又は修学上特別の配慮を必要とする者は、令和７年１２

月１５日（月）【看護学科学校推薦型選抜については令和７年９月１２日（金）】までに本学教育支

援課入試係まで問い合わせの上、文書で照会してください。 

なお、上記期限以降に事故等により受験上又は修学上特別の配慮が必要となった場合は、速やかに

申し出てください。 
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  Ⅶ 医学科一般選抜（前期日程） 

 

１ 募集人員    ９３ 名 ※ 但し、学校推薦型選抜（全国一般枠）の合格者が５名に満たない場合は、 

残余人員を一般枠（前期日程）に充当することとする。 
 

２ 出願資格 
   入学を志願できる者は、令和８年度大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）におい

て本学の指定する全ての教科・科目を受験した者で、次のいずれかに該当する者とします。 

  （１）高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を卒業した者及び令和 

    ８年３月卒業見込みの者                                                         

  （２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和８年３月修了見込みの者 

  （３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者及び令和８年３月３１日までに

    修了見込みの者又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

  （４）文部科学大臣が高等学校等の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

    当該課程を修了した者及び令和８年３月３１日までに修了見込みの者 

  （５）文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号）           

  （６）高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）により文部科学大臣が行

    う高等学校卒業程度認定試験に合格した者(同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

    資格検定規程(昭和２６年文部省令第１３号)による大学入学資格検定に合格した者を含む｡)及 

び令和８年３月３１日までに合格見込みの者で令和８年３月３１日までに１８歳に達するもの 

  （７）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で、文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者及び令和８年３月３１日までに修了見込みの者 

  （８）その他、本学において、相当の年齢に達し、高等学校等を卒業した者と同等以上の学力があ

    ると認めた者 

 ＜注＞（８）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年１２月 

１日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 
   

３ 入学者選抜方法 
 
   （１）共通テストの利用教科・科目 
 
     入学者選抜に用いる共通テストの教科・科目は、次のうち６教科８科目です。 
 

共通テストの利用教科・科目名 

国  語 『国語』 必須 

地理歴史 『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史総合、世界史探究』 
『公共、倫理』『公共、政治・経済』から１科目 公  民 

数  学 
『数学Ⅰ、数学Ａ』必須    

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』必須 

理  科 『物理』『化学』『生物』から２科目                

外 国 語 『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中国語』『韓国語』から１科目 

情  報 『情報Ⅰ』必須 

     
＜注＞ 外国語において『英語』を受験した場合(【リスニング】を免除された者を除く。)  

は、【リーディング】及び【リスニング】の両方を受験しなければなりません。 

 

   （２）第１段階選抜 

     入学志願者数が募集人員の３倍を超えた場合は、共通テストの成績により第１段階選抜を行 

    い、募集人員の約３倍の合格者を決定します。入学志願者数が募集人員の３倍を超えない場合

は、入学志願者全員を第１段階選抜合格者とします。 
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  Ⅶ 医学科一般選抜（前期日程） 

 

１ 募集人員    ９３ 名 ※ 但し、学校推薦型選抜（全国一般枠）の合格者が５名に満たない場合は、 

残余人員を一般枠（前期日程）に充当することとする。 
 

２ 出願資格 
   入学を志願できる者は、令和８年度大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）におい

て本学の指定する全ての教科・科目を受験した者で、次のいずれかに該当する者とします。 

  （１）高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を卒業した者及び令和 

    ８年３月卒業見込みの者                                                         

  （２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和８年３月修了見込みの者 

  （３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者及び令和８年３月３１日までに

    修了見込みの者又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

  （４）文部科学大臣が高等学校等の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

    当該課程を修了した者及び令和８年３月３１日までに修了見込みの者 

  （５）文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号）           

  （６）高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）により文部科学大臣が行

    う高等学校卒業程度認定試験に合格した者(同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

    資格検定規程(昭和２６年文部省令第１３号)による大学入学資格検定に合格した者を含む｡)及 

び令和８年３月３１日までに合格見込みの者で令和８年３月３１日までに１８歳に達するもの 

  （７）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で、文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者及び令和８年３月３１日までに修了見込みの者 

  （８）その他、本学において、相当の年齢に達し、高等学校等を卒業した者と同等以上の学力があ

    ると認めた者 

 ＜注＞（８）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年１２月 

１日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 
   

３ 入学者選抜方法 
 
   （１）共通テストの利用教科・科目 
 
     入学者選抜に用いる共通テストの教科・科目は、次のうち６教科８科目です。 
 

共通テストの利用教科・科目名 

国  語 『国語』 必須 

地理歴史 『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史総合、世界史探究』 
『公共、倫理』『公共、政治・経済』から１科目 公  民 

数  学 
『数学Ⅰ、数学Ａ』必須    

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』必須 

理  科 『物理』『化学』『生物』から２科目                

外 国 語 『英語』『ドイツ語』『フランス語』『中国語』『韓国語』から１科目 

情  報 『情報Ⅰ』必須 

     
＜注＞ 外国語において『英語』を受験した場合(【リスニング】を免除された者を除く。)  

は、【リーディング】及び【リスニング】の両方を受験しなければなりません。 

 

   （２）第１段階選抜 

     入学志願者数が募集人員の３倍を超えた場合は、共通テストの成績により第１段階選抜を行 

    い、募集人員の約３倍の合格者を決定します。入学志願者数が募集人員の３倍を超えない場合

は、入学志願者全員を第１段階選抜合格者とします。 
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     第１段階選抜に用いる共通テストの配点は次のとおりです。 

国 語 
地理歴史 

公民 
数 学 理 科 外 国 語 情 報 計 

200 100 200 200 200 100 1000 
         

＜注１＞ 地理歴史・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の得点を採用します。 

    ＜注２＞ 『英語』で【リスニング】を免除された場合は、【リーディング】（100点満点)の

得点を200点満点に換算します。 
 
  （３）第２段階選抜 

     第１段階選抜の合格者について、共通テスト、本学が実施する個別学力検査、小論文試験及

び面接試験の成績並びに出身学校長から提出された調査書を総合的に判定して第２段階選抜を

行います。 
 

    ア 個別学力検査等の出題教科・科目等  

教 科 等 科    目    等 試験時間 

個
別
学
力
検
査 

数 学 

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃ 
(数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａは全範囲から、数学Ｂは「数列」､「統計的な

推測」から､数学Ｃは「ベクトル」､｢平面上の曲線と複素数平面」から､それぞれ

出題する｡) 

120分 

理 科 
｢物理（物理基礎・物理）｣、「化学（化学基礎・化学）」、｢生物
（生物基礎・生物）｣ から２科目選択 

150分 

英 語 
英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、 
英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理
・表現Ⅲ 

120分 

小論文試験 課題に対する論述 50分 

面 接 試 験 
個別学力検査・小論文試験の全てを受験した者に対し行い、アド
ミッションポリシーに従い、医師・医学研究者となるにふさわし
い資質、適性を評価 

－ 

     ＜注１＞ 小論文試験は、調査書等とともに面接試験において活用します。 

     ＜注２＞ 面接試験の結果によって資質、適性を欠くと判断された場合、共通テスト及び個

別学力検査等の成績にかかわらず不合格とします。また、面接試験を欠席した場合

も不合格とします。 
 

    イ 第２段階選抜に用いる共通テスト及び個別学力検査等の配点 
 

共通テスト 個別学力検査 
小論文試験 
面接試験 

総 計 
国語 

地理歴史 

公民  
数学 理科 外国語 情報 数学 理科 英語 

100 50 100 100 100 50 200 200 200 ― 1100 

    ＜注＞ 共通テストの各科目の得点は２分の１に圧縮します。 
 

 ４ 入学者選抜実施日程 

出願受付 令和８年１月２６日（月）から２月４日（水）まで(必着） 

第１段階選抜の合格者発表 令和８年２月１０日（火） 午後４時 

第２段階選抜 令和８年２月２５日（水）、２６日（木） 

合格者発表 令和８年３月 ６日（金） 午前９時 

入学手続 令和８年３月１２日（木） 
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 Ⅷ-１ 医学科学校推薦型選抜＜地域枠＞ 
 

    １ 募集人員     ７名 
 
  ２ 出願資格及び推薦条件 
   入学を志願できる者は、次の（１）、（２）、（３）のいずれかに該当する者であって、下の①

  ～④のすべての要件を満たし、学校長が責任をもって推薦できる者とします。 
 
  （１）京都府内の高等学校若しくは中等教育学校を、令和４年３月以降に卒業した者又は令和８年

３月卒業見込みの者 

  （２）高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を、令和４年３月以降に卒

業した者又は令和８年３月卒業見込みの者のうち、当該高等学校等を卒業前１年以上引き続き

京都府内に住所を有する者又は保護者等が令和７年４月１日以前から引き続き京都府内に住所

を有する者＜注１＞ 

  （３）本学において、相当の年齢に達し、（１）又は（２）の者と同等以上の学力があり、（１）

又は（２）の「京都府内」要件に照らして適当と認めた者＜注２＞ 

 

① 高等学校等における調査書の学習成績概評がＡに属する者で､人物､学力ともに優秀であり、

将来、地域医療を牽引する次世代リーダーとして京都府に貢献する意欲のある者 

② 令和８年度大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）において、本学が指定する

    ６教科８科目を受験する者 

③ 京都府が設定する奨学金を受給し、本学卒業後、本学及び京都府が作成する「キャリア形成

プログラム」に基づき、京都府が指定する医療機関において、最低９年間勤務又は研修に従事

することを確約できる者＜注３＞ 

④ 合格した際に入学を確約できる者 
 

＜注１＞ 保護者等とは父母とします。ただし、父母がいない場合は、祖父母又は未成年後見人 

若しくはこれに準ずる者として京都府立医科大学長が認める者とします。 

＜注２＞ （３）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年１２ 

月１日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 

＜注３＞ 本学校推薦型選抜は、平成１９年８月文部科学省等の関係省庁連絡会議でとりまとめ 

られた「緊急医師確保対策」等に基づくものであり、入学者全員に対し、京都府が設定 

する奨学金制度が用意されています。 

また、「医療法及び医師法の一部を改正する法律（平成30年法律第79号）」により、 

令和２年度以降に入学した本奨学金の受給者は、本学及び京都府が作成した「キャリア 

形成プログラム」により、本学卒業後に、京都府が指定する医療機関において最低９年 

間（奨学金貸与相当期間に1.5を乗じた期間）勤務又は研修に従事すること､うち原則と 

して本学における３箇年の研修（卒後臨床研修医及び専攻医の組合せ）に従事すること 

を条件としており、本学校推薦型選抜による入学者は、本奨学金を受給の上、京都府の 

地域医療に対する積極的な貢献が期待されています。 

     なお、本学校推薦型選抜枠は奨学金の受給と京都府が指定する医療機関での勤務又は 

研修に従事することを条件に認められているものであり、推薦者及び被推薦者は、この 

点を十分に理解した上で推薦、出願してください。 

 上記キャリア形成プログラムの詳細は、「京都府キャリア形成プログラム 

卒前支援プラン及び京都府キャリア形成プログラムについて」を参照してく 

ださい。                                

 ＜その他＞ 

 １ 本学校推薦型選抜の出願者は、本学医学科学校推薦型選抜＜全国一般枠＞及び本学看護学 

科学校推薦型選抜並びに他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願することはできません。 

２ 本学校推薦型選抜の出願者は、不合格であった場合に備えて、本学又は他の国公立大学の 

一般選抜に出願することができます。なお、本学の一般選抜に出願する場合は、本学校推薦

型選抜とは別に出願が必要です。 
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 Ⅷ-１ 医学科学校推薦型選抜＜地域枠＞ 
 

    １ 募集人員     ７名 
 
  ２ 出願資格及び推薦条件 
   入学を志願できる者は、次の（１）、（２）、（３）のいずれかに該当する者であって、下の①

  ～④のすべての要件を満たし、学校長が責任をもって推薦できる者とします。 
 
  （１）京都府内の高等学校若しくは中等教育学校を、令和４年３月以降に卒業した者又は令和８年

３月卒業見込みの者 

  （２）高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を、令和４年３月以降に卒

業した者又は令和８年３月卒業見込みの者のうち、当該高等学校等を卒業前１年以上引き続き

京都府内に住所を有する者又は保護者等が令和７年４月１日以前から引き続き京都府内に住所

を有する者＜注１＞ 

  （３）本学において、相当の年齢に達し、（１）又は（２）の者と同等以上の学力があり、（１）

又は（２）の「京都府内」要件に照らして適当と認めた者＜注２＞ 

 

① 高等学校等における調査書の学習成績概評がＡに属する者で､人物､学力ともに優秀であり、

将来、地域医療を牽引する次世代リーダーとして京都府に貢献する意欲のある者 

② 令和８年度大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）において、本学が指定する

    ６教科８科目を受験する者 

③ 京都府が設定する奨学金を受給し、本学卒業後、本学及び京都府が作成する「キャリア形成

プログラム」に基づき、京都府が指定する医療機関において、最低９年間勤務又は研修に従事

することを確約できる者＜注３＞ 

④ 合格した際に入学を確約できる者 
 

＜注１＞ 保護者等とは父母とします。ただし、父母がいない場合は、祖父母又は未成年後見人 

若しくはこれに準ずる者として京都府立医科大学長が認める者とします。 

＜注２＞ （３）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年１２ 

月１日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 

＜注３＞ 本学校推薦型選抜は、平成１９年８月文部科学省等の関係省庁連絡会議でとりまとめ 

られた「緊急医師確保対策」等に基づくものであり、入学者全員に対し、京都府が設定 

する奨学金制度が用意されています。 

また、「医療法及び医師法の一部を改正する法律（平成30年法律第79号）」により、 

令和２年度以降に入学した本奨学金の受給者は、本学及び京都府が作成した「キャリア 

形成プログラム」により、本学卒業後に、京都府が指定する医療機関において最低９年 

間（奨学金貸与相当期間に1.5を乗じた期間）勤務又は研修に従事すること､うち原則と 

して本学における３箇年の研修（卒後臨床研修医及び専攻医の組合せ）に従事すること 

を条件としており、本学校推薦型選抜による入学者は、本奨学金を受給の上、京都府の 

地域医療に対する積極的な貢献が期待されています。 

     なお、本学校推薦型選抜枠は奨学金の受給と京都府が指定する医療機関での勤務又は 

研修に従事することを条件に認められているものであり、推薦者及び被推薦者は、この 

点を十分に理解した上で推薦、出願してください。 

 上記キャリア形成プログラムの詳細は、「京都府キャリア形成プログラム 

卒前支援プラン及び京都府キャリア形成プログラムについて」を参照してく 

ださい。                                

 ＜その他＞ 

 １ 本学校推薦型選抜の出願者は、本学医学科学校推薦型選抜＜全国一般枠＞及び本学看護学 

科学校推薦型選抜並びに他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願することはできません。 

２ 本学校推薦型選抜の出願者は、不合格であった場合に備えて、本学又は他の国公立大学の 

一般選抜に出願することができます。なお、本学の一般選抜に出願する場合は、本学校推薦

型選抜とは別に出願が必要です。 
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３ 入学者選抜方法 
   （１）共通テストの利用教科・科目  
     入学者選抜に用いる共通テストの教科・科目は、次のうち６教科８科目です。 

共通テストの利用教科・科目名 

国  語 『国語』 必須 

地理歴史 『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史総合、世界史探究』 
『公共、倫理』『公共、政治・経済』から１科目 公  民 

数  学 
『数学Ⅰ、数学Ａ』必須    

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』必須 

理  科 『物理』『化学』『生物』から２科目                

外 国 語 『英語』必須 

情  報 『情報Ⅰ』必須 

    ＜注＞ 『英語』(【リスニング】を免除された者を除く。)は、【リーディング】及び【リス
ニング】の両方を受験しなければなりません。 

 
   （２）第１段階選抜 

     入学志願者数が募集人員の３倍を超えた場合は、共通テストの成績により第１段階選抜を行 

    い、募集人員の約３倍の合格者を決定します。入学志願者数が募集人員の３倍を超えない場合

は、入学志願者全員を第１段階選抜合格者とします。 
 
     第１段階選抜に用いる共通テストの配点は次のとおりです。 

国 語 
地理歴史 

公 民 
数 学 理 科 外 国 語 情 報 計 

200 100 200 200 200 100 1000 
         

＜注１＞ 地理歴史・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の得点を採用します。 

    ＜注２＞ 『英語』で【リスニング】を免除された場合は、【リーディング】（100点満点)の

得点を200点満点に換算します。 
 

（３）第２段階選抜 

     第１段階選抜の合格者について、共通テストの成績、本学が実施する面接試験の結果、出身

学校長から提出された推薦書及び調査書並びに志願者本人が作成した志望理由書を総合的に判

定して第２段階選抜を行います。 
 

面接試験 

推薦書、調査書、志望理由書に基づく面接により、医師となるにふさわしい資質、適性に
加えて、京都府の地域医療に貢献する意欲をアドミッションポリシーに従い評価 
 
＜注＞ 面接試験を欠席した者は、不合格とします。 

 

 ４ 入学者選抜実施日程 

出 願 受 付 令和８年１月２１日(水)から１月３０日(金)まで（必着）※ 

第１段階選抜の合格者発表 令和８年２月  ５日(木） 午後２時 

第２段階選抜（面接試験） 令和８年２月 ７日(土) 

合格者発表 令和８年２月１０日(火） 午後４時 

入 学 手 続 令和８年２月１７日(火) 
     

※ 本学校推薦型選抜に出願し、共通テストの追試験を受験する者は、追試験を受験することが判明し 

た段階で、本学教育支援課入試係（電話 075-251-5167）まで申し出てください。 

9 

 Ⅷ-２ 医学科学校推薦型選抜＜全国一般枠＞ 
 

１ 募集人員    ５名以内（各校の推薦は２名以内とする。） 

 ※ 但し、学校推薦型選抜（全国一般枠）の合格者が５名に満たない場合は、残余人 

員を一般枠（前期日程）に充当することとする。 

 

  ２ 出願資格及び推薦条件 
 
   入学を志願できる者は、次の（１）、（２）のいずれかに該当する者であって、下の①～③のす

べての要件を満たし、学校長が責任をもって推薦できる者とします。 
 
  （１）高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を令和７年３月以降に卒業

した者又は令和８年３月卒業見込みの者 

  （２）本学において、相当の年齢に達し、（１）と同等以上の学力があると認めた者＜注＞ 
 

① 高等学校等における調査書の学習成績概評がＡに属する者で､人物､学力ともに優秀であり、

将来、医学の分野における次世代リーダーとして国内外に貢献する意欲のある者 

② 令和８年度大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）において、本学が指定する

    ６教科８科目を受験する者 

③ 合格した際に入学を確約できる者 
 

＜注＞（２）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年１２月 

 １日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 
 

＜その他＞ 

 １ 本学校推薦型選抜の出願者は、本学医学科学校推薦型選抜＜地域枠＞及び本学看護学科学 

校推薦型選抜並びに他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願することはできません。 

２ 本学校推薦型選抜の出願者は、不合格であった場合に備えて、本学又は他の国公立大学の 

一般選抜に出願することができます。なお、本学の一般選抜に出願する場合は、本学校推薦

型選抜とは別に出願が必要です。 

 

３ 入学者選抜方法 
 

   （１）共通テストの利用教科・科目  
     入学者選抜に用いる共通テストの教科・科目は、次のうち６教科８科目です。 

共通テストの利用教科・科目名 

国  語 『国語』 必須 

地理歴史 『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史総合、世界史探究』 

『公共、倫理』『公共、政治・経済』から１科目 公  民 

数  学 
『数学Ⅰ、数学Ａ』必須    

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』必須 

理  科 『物理』『化学』『生物』から２科目                

外 国 語 『英語』必須 

情  報 『情報Ⅰ』必須 

    ＜注＞ 『英語』(【リスニング】を免除された者を除く。)は、【リーディング】及び【リス
ニング】の両方を受験しなければなりません。 

  

   （２）第１段階選抜 

     入学志願者数が募集人員の３倍を超えた場合は、共通テストの成績により第１段階選抜を行 

    い、募集人員の約３倍の合格者を決定します。入学志願者数が募集人員の３倍を超えない場合

は、入学志願者全員を第１段階選抜合格者とします。 
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 Ⅷ-２ 医学科学校推薦型選抜＜全国一般枠＞ 
 

１ 募集人員    ５名以内（各校の推薦は２名以内とする。） 

 ※ 但し、学校推薦型選抜（全国一般枠）の合格者が５名に満たない場合は、残余人 

員を一般枠（前期日程）に充当することとする。 

 

  ２ 出願資格及び推薦条件 
 
   入学を志願できる者は、次の（１）、（２）のいずれかに該当する者であって、下の①～③のす

べての要件を満たし、学校長が責任をもって推薦できる者とします。 
 
  （１）高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を令和７年３月以降に卒業

した者又は令和８年３月卒業見込みの者 

  （２）本学において、相当の年齢に達し、（１）と同等以上の学力があると認めた者＜注＞ 
 

① 高等学校等における調査書の学習成績概評がＡに属する者で､人物､学力ともに優秀であり、

将来、医学の分野における次世代リーダーとして国内外に貢献する意欲のある者 

② 令和８年度大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）において、本学が指定する

    ６教科８科目を受験する者 

③ 合格した際に入学を確約できる者 
 

＜注＞（２）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年１２月 

 １日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 
 

＜その他＞ 

 １ 本学校推薦型選抜の出願者は、本学医学科学校推薦型選抜＜地域枠＞及び本学看護学科学 

校推薦型選抜並びに他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願することはできません。 

２ 本学校推薦型選抜の出願者は、不合格であった場合に備えて、本学又は他の国公立大学の 

一般選抜に出願することができます。なお、本学の一般選抜に出願する場合は、本学校推薦

型選抜とは別に出願が必要です。 

 

３ 入学者選抜方法 
 

   （１）共通テストの利用教科・科目  
     入学者選抜に用いる共通テストの教科・科目は、次のうち６教科８科目です。 

共通テストの利用教科・科目名 

国  語 『国語』 必須 

地理歴史 『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史総合、世界史探究』 

『公共、倫理』『公共、政治・経済』から１科目 公  民 

数  学 
『数学Ⅰ、数学Ａ』必須    

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』必須 

理  科 『物理』『化学』『生物』から２科目                

外 国 語 『英語』必須 

情  報 『情報Ⅰ』必須 

    ＜注＞ 『英語』(【リスニング】を免除された者を除く。)は、【リーディング】及び【リス
ニング】の両方を受験しなければなりません。 

  

   （２）第１段階選抜 

     入学志願者数が募集人員の３倍を超えた場合は、共通テストの成績により第１段階選抜を行 

    い、募集人員の約３倍の合格者を決定します。入学志願者数が募集人員の３倍を超えない場合

は、入学志願者全員を第１段階選抜合格者とします。 
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     第１段階選抜に用いる共通テストの配点は次のとおりです。 
 

国 語 
地理歴史 

公民 
数 学 理 科 外 国 語 情 報 計 

200 100 200 200 200 100 1000 
         

＜注１＞ 地理歴史・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の得点を採用します。 

＜注２＞ 『英語』で【リスニング】を免除された場合は、【リーディング】（100点満点)の

得点を200点満点に換算します。 

 
（３）第２段階選抜 

     第１段階選抜の合格者について、共通テストの成績、本学が実施する面接試験の結果、出身
学校長から提出された推薦書及び調査書並びに志願者本人が作成した志望理由書及び活動の振
り返りを総合的に判定して第２段階選抜を行います。 

 
    ア 面接試験 
 

面接Ａ 
推薦書、調査書、志望理由書に基づく面接により、医師・医学研究者となるに 

ふさわしい資質、適性をアドミッションポリシーに従い評価 

面接Ｂ 
活動の振り返りに基づく面接により、医学分野における次世代リーダーとして

成長するための基盤となる資質・能力をアドミッションポリシーに従い評価 

面接Ｃ 
グループディスカッションにより、医学分野における次世代リーダーとして成 

長するための基盤となる資質・能力をアドミッションポリシーに従い評価 
 
＜注＞ 面接試験の結果によって資質、適性を欠くと判断された場合、総合点の如何にかかわ

らず不合格とします。また、面接試験を１つでも欠席した場合も不合格とします。 
 
    イ 第２段階選抜に用いる共通テスト及び面接試験の配点 
 

共通テスト 面接試験 

総 計 
国語 

地理歴史 

公民 
数学 理科 外国語 情報 面接Ａ 面接Ｂ 面接Ｃ 

100 50 100 100 100 50 300 800 

    
  ＜注＞ 共通テストの各科目の得点は２分の１に圧縮します。 

 

 ４ 入学者選抜実施日程 
 

出 願 受 付 令和８年１月２１日(水)から１月３０日(金)まで（必着）※ 

第１段階選抜の合格者発表 令和８年２月 ５日(木） 午後２時 

第２段階選抜（面接試験） 令和８年２月 ８日(日) 

合格者発表 令和８年２月１０日(火） 午後４時 

入 学 手 続 令和８年２月１７日(火) 
 

※ 本学校推薦型選抜に出願し、共通テストの追試験を受験する者は、追試験を受験することが判明し 

た段階で、本学教育支援課入試係（電話 075-251-5167）まで申し出てください。 
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 Ⅸ 看護学科一般選抜（前期日程） 
 

１ 募集人員   ４５名 

 

２ 出願資格 
   入学を志願できる者は、令和８年度大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）におい 

て本学の指定する全ての教科・科目を受験した者で、次のいずれかに該当する者とします。 

 

（１） 高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を卒業した者及び令和８年

３月卒業見込みの者 

（２） 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和８年３月修了見込みの者 

（３） 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者及び令和８年３月３１日までに

修了見込みの者又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

（４） 文部科学大臣が高等学校等の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者及び令和８年３月３１日までに修了見込みの者 

（５） 文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号） 

（６） 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）により文部科学大臣が行

う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

資格検定規程(昭和２６年文部省令第１３号)による大学入学資格検定に合格した者を含む｡）及

び令和８年３月３１日までに合格見込みの者で令和８年３月３１日までに１８歳に達するもの 

（７） 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で、文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者及び令和８年３月３１日までに修了見込みの者 

（８） その他、本学において、相当の年齢に達し、高等学校等を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者 

＜注＞（８）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年１２月１ 

日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 

 

３ 入学者選抜方法 
 

（１） 共通テストの利用教科・科目 

入学者選抜に用いる共通テストの教科・科目は、次のうち６教科７科目です。 
 

共通テストの利用教科・科目名 

国  語 『国語』 必須 

地理歴史 『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史総合、世界史探究』 

『公共、倫理』『公共、政治・経済』『地理総合／歴史総合／公共』から１科目 
公  民 

数  学 
『数学Ⅰ、数学Ａ』必須    

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』必須 

理  科 
『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』は「地学基礎」以外から２つ  
又は、『物理』『化学』『生物』から１科目 

外 国 語 『英語』必須 

情  報 『情報Ⅰ』必須 

 

＜注＞ 『英語』（【リスニング】を免除された者を除く。）は、【リーディング】及び 

【リスニング】の両方を受験しなければなりません。 

 

 

 



－ 11 －
 11

 Ⅸ 看護学科一般選抜（前期日程） 
 

１ 募集人員   ４５名 

 

２ 出願資格 
   入学を志願できる者は、令和８年度大学入学共通テスト（以下「共通テスト」という。）におい 

て本学の指定する全ての教科・科目を受験した者で、次のいずれかに該当する者とします。 

 

（１） 高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を卒業した者及び令和８年

３月卒業見込みの者 

（２） 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和８年３月修了見込みの者 

（３） 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者及び令和８年３月３１日までに

修了見込みの者又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

（４） 文部科学大臣が高等学校等の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者及び令和８年３月３１日までに修了見込みの者 

（５） 文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号） 

（６） 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）により文部科学大臣が行

う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

資格検定規程(昭和２６年文部省令第１３号)による大学入学資格検定に合格した者を含む｡）及

び令和８年３月３１日までに合格見込みの者で令和８年３月３１日までに１８歳に達するもの 

（７） 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で、文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者及び令和８年３月３１日までに修了見込みの者 

（８） その他、本学において、相当の年齢に達し、高等学校等を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者 

＜注＞（８）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年１２月１ 

日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 

 

３ 入学者選抜方法 
 

（１） 共通テストの利用教科・科目 

入学者選抜に用いる共通テストの教科・科目は、次のうち６教科７科目です。 
 

共通テストの利用教科・科目名 

国  語 『国語』 必須 

地理歴史 『地理総合、地理探究』『歴史総合、日本史探究』『歴史総合、世界史探究』 

『公共、倫理』『公共、政治・経済』『地理総合／歴史総合／公共』から１科目 
公  民 

数  学 
『数学Ⅰ、数学Ａ』必須    

『数学Ⅱ、数学Ｂ、数学Ｃ』必須 

理  科 
『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』は「地学基礎」以外から２つ  
又は、『物理』『化学』『生物』から１科目 

外 国 語 『英語』必須 

情  報 『情報Ⅰ』必須 

 

＜注＞ 『英語』（【リスニング】を免除された者を除く。）は、【リーディング】及び 

【リスニング】の両方を受験しなければなりません。 
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（２）第１段階選抜 

入学志願者数が募集人員の３倍を超えた場合は、共通テストの成績により第１段階選抜を行い、

募集人員の約３倍の合格者を決定します。入学志願者数が募集人員の３倍を超えない場合は、入

学志願者全員を第１段階選抜合格者とします。 
 
第１段階選抜に用いる共通テストの配点は次のとおりです。 
 

国 語 
地理歴史 

公民 
数 学 理 科 外 国 語 情 報 計 

200 100 200 200 200 100 1000 
         

＜注１＞ 地理歴史・公民、理科で２科目を受験した場合は、第１解答科目の得点を採用します。

なお、理科の得点については200点満点に換算します。 

    ＜注２＞ 『英語』で【リスニング】を免除された場合は、【リーディング】（100点満点)の得

点を200点満点に換算します。 
 

（３）第２段階選抜 

第１段階選抜の合格者について、共通テスト、本学が実施する個別学力検査及び面接試験の成

績並びに出身学校長から提出された調査書を総合的に判定して第２段階選抜を行います。 
 
ア 個別学力検査等 

教科等 内     容    等 試験時間 

個 
別 
学 
力 
検 
査 

英 語 
英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、 
英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論
理・表現Ⅲ 

60分 

総合問題 
(小論文) 

資料に基づいて論述させ、基礎学力及び読解力、思考力、表現
力を評価 

60分 

面 接 試 験 
個別学力検査の全てを受験した者に対し行い、アドミッションポ

リシーに従い、看護職者となるにふさわしい資質、適性を評価 
－ 

    ＜注＞ 面接試験の結果によって資質、適性を欠くと判断された場合、共通テスト及び個別学力 

検査の成績にかかわらず不合格とします。また、面接試験を欠席した場合も不合格としま 

す。 
 

イ 第２段階選抜に用いる共通テスト及び個別学力検査等の配点 
 

共通テスト 個別学力検査 

面接試験 総 計 
国語 

地理歴史 

公民 
数学 理科 外国語 情報 英語 

総合問題 

（小論文） 

200 100 200 200 200 100 150 150 ― 1300 

 

 ４ 入学者選抜実施日程 

出願受付 令和８年１月２６日（月）から２月４日（水）まで（必着） 

第１段階選抜の合格者発表 令和８年２月１０日（火） 午後４時 

第２段階選抜 令和８年２月２５日（水） 

合格者発表 令和８年３月 ６日（金） 午前９時 

入学手続 令和８年３月１２日（木） 
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 Ⅹ 看護学科学校推薦型選抜  
 

 １ 募集人員  ４０名（各校の推薦は３名以内とする。） 
 

 ２ 出願資格及び推薦条件 
   入学を志願できる者は、次の（１）、（２）、（３）のいずれかに該当する者であって、下の①

～④のすべての要件を満たし、学力、人物ともに優秀であり、学校長が責任をもって推薦できる者

とします。 

  （１）京都府内の高等学校若しくは中等教育学校を令和８年３月に卒業見込みの者 

  （２）高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を令和８年３月に卒業見込

みの者で、本人又は保護者等が令和７年４月１日以前から引き続き京都府内に住所を有する者 

  （３）本学において、相当の年齢に達し、高等学校等を令和８年３月に卒業見込みの者と同等以上

の学力があり、（１）又は（２）の「京都府内」要件に照らして適当と認めた者 
 

① 本学卒業後、京都府立医科大学附属病院をはじめとする京都府内の医療機関等において､

看護職者として保健・医療及び福祉に貢献しようとする強い意志を有する者 

② 調査書の「全体の学習成績の状況」が4.0以上である者 

③ 高等学校等において、数学及び理科に係る次の科目を履修した者又は出願時点において現に

履修している者 

    ・数学：「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学Ａ」、「数学Ｂ」、「数学Ｃ」 

     ・理科：「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」のうち３科目以上、 

又は「物理」、「化学」及び「生物」のうち１科目以上 

④ 合格した際に入学を確約できる者 
 

  ＜注１＞ 保護者等とは父母とします。ただし、父母がいない場合は、祖父母又は未成年後見 

人若しくはこれに準ずる者として京都府立医科大学長が認める者とします。 

＜注２＞ （３）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年９ 

月１日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 

＜その他＞ 本学校推薦型選抜の出願者は、本学医学科学校推薦型選抜＜地域枠・全国一般枠＞ 

及び他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願することはできません。 

 

 ３ 入学者選抜方法 
    小論文試験及び面接試験の結果並びに出身学校長から提出された推薦書、｢全体の学習成績の状 

況」を含む調査書及び志望理由書を総合的に判定して選抜を行います。 
    

教科等 内  容  等 試験時間 配点 

出願書類 － － 25 

小論文① 資料（英文を含む）に基づいて論述させ､基礎学力及び読
解力、思考力、表現力を評価 

50分  100 

小論文② 50分 100 

面  接 
アドミッションポリシーに従い、看護識者となるにふさ
わしい資質、適性を評価 

－ 25 

    ＜注＞ 面接試験の結果によって資質、適性を欠くと判断された場合、総合点の如何にかかわ 

らず不合格とします。また、面接試験を欠席した場合も不合格とします。 

 

 ４ 入学者選抜実施日程 
 

出願受付 令和７年１１月 ４日（火）から１１月１１日（火）まで（必着) 

小論文試験･面接試験 令和７年１１月２９日（土） 

合格者発表 令和７年１２月 ５日（金） 

入学手続 令和７年１２月２３日（火） 
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 Ⅹ 看護学科学校推薦型選抜  
 

 １ 募集人員  ４０名（各校の推薦は３名以内とする。） 
 

 ２ 出願資格及び推薦条件 
   入学を志願できる者は、次の（１）、（２）、（３）のいずれかに該当する者であって、下の①

～④のすべての要件を満たし、学力、人物ともに優秀であり、学校長が責任をもって推薦できる者

とします。 

  （１）京都府内の高等学校若しくは中等教育学校を令和８年３月に卒業見込みの者 

  （２）高等学校若しくは中等教育学校（以下「高等学校等」という。）を令和８年３月に卒業見込

みの者で、本人又は保護者等が令和７年４月１日以前から引き続き京都府内に住所を有する者 

  （３）本学において、相当の年齢に達し、高等学校等を令和８年３月に卒業見込みの者と同等以上

の学力があり、（１）又は（２）の「京都府内」要件に照らして適当と認めた者 
 

① 本学卒業後、京都府立医科大学附属病院をはじめとする京都府内の医療機関等において､

看護職者として保健・医療及び福祉に貢献しようとする強い意志を有する者 

② 調査書の「全体の学習成績の状況」が4.0以上である者 

③ 高等学校等において、数学及び理科に係る次の科目を履修した者又は出願時点において現に

履修している者 

    ・数学：「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学Ａ」、「数学Ｂ」、「数学Ｃ」 

     ・理科：「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」のうち３科目以上、 

又は「物理」、「化学」及び「生物」のうち１科目以上 

④ 合格した際に入学を確約できる者 
 

  ＜注１＞ 保護者等とは父母とします。ただし、父母がいない場合は、祖父母又は未成年後見 

人若しくはこれに準ずる者として京都府立医科大学長が認める者とします。 

＜注２＞ （３）による場合は、本学教育支援課入試係まで電話で問い合わせの上、令和７年９ 

月１日(月)までに、出願資格の認定申請が必要です（電話 075-251-5167）。 

＜その他＞ 本学校推薦型選抜の出願者は、本学医学科学校推薦型選抜＜地域枠・全国一般枠＞ 

及び他の国公立大学の学校推薦型選抜に出願することはできません。 

 

 ３ 入学者選抜方法 
    小論文試験及び面接試験の結果並びに出身学校長から提出された推薦書、｢全体の学習成績の状 

況」を含む調査書及び志望理由書を総合的に判定して選抜を行います。 
    

教科等 内  容  等 試験時間 配点 

出願書類 － － 25 

小論文① 資料（英文を含む）に基づいて論述させ､基礎学力及び読
解力、思考力、表現力を評価 

50分  100 

小論文② 50分 100 

面  接 
アドミッションポリシーに従い、看護識者となるにふさ
わしい資質、適性を評価 

－ 25 

    ＜注＞ 面接試験の結果によって資質、適性を欠くと判断された場合、総合点の如何にかかわ 

らず不合格とします。また、面接試験を欠席した場合も不合格とします。 

 

 ４ 入学者選抜実施日程 
 

出願受付 令和７年１１月 ４日（火）から１１月１１日（火）まで（必着) 

小論文試験･面接試験 令和７年１１月２９日（土） 

合格者発表 令和７年１２月 ５日（金） 

入学手続 令和７年１２月２３日（火） 
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Ⅺ 個人情報の取り扱いについて 
 

本学では、個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」を遵守し、「京都府公立大学法

人における個人情報の保護に関する規程」に基づいて取り扱います。 

（１）出願に当たってお知らせいただいた氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜 

（出願処理、選抜（選考）実施）、②合格者発表、③入学手続業務を行うために利用します。 

（２）入学者のみ、個人情報を入学後の①教務関係（学籍管理、修学指導、教育課程の改善等）、 

②学生支援関係（学籍管理、就職支援、授業料徴収・減免、奨学金申請等）及びこれらに付帯 

する業務を行うために利用します。 

（３）入学者選抜に用いた試験成績は、入学者選抜方法等の改善のための調査・研究を行う際に利 

用することがあります。ただし、個人が特定される形で、その成果が公表されることはありま 

せん。 

（４）また、上記（１）～（３）の業務において、一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた 

業者（以下「受託業者」という。）において行うことがあります。したがって、受託業者に対 

して、委託した業務を遂行するために必要となる範囲で、個人情報の一部又は全部を提供しま 

す。 

（５）国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、合否及び入 

学手続き等に関する個人情報（氏名、高等学校等コード及び大学入学共通テストの受験番号に 

限る。）を、独立行政法人大学入試センター及び併願先の国公立大学に提供することがありま 

す。 

 
 
Ⅻ 募集要項等の交付 

 
１ 大学のホームページから請求する場合  

本学のホームページからテレメール又はモバっちょを利用して大学案内及び選抜要項の資料請

求ができます。 【ＨＰアドレス】https://www.kpu-m.ac.jp/ 
  

２ テレメールから直接請求する場合 

① テレメールのサイトにアクセスしてください。 
 

 

https://telemail.jp 

テレメール 検索 
 

※二次元コードを読み取りアク

セスした場合は、資料請求番

号の入力は不要  

 
② 資料請求番号（６桁）を入力し、ガイダンスに従って登録してください。 

資 料 名 資料請求番号 料金（送料） 発送開始日 

大学案内 ５６４７１２ 180円 8月中旬発送予定 

入学者選抜要項 ５８４７１２ 180円 8月中旬発送予定 

入学者選抜要項＋大学案内 ５６４７０２ 215円 8月中旬発送予定 
 

※ 一般選抜については、インターネット出願システムを導入しているため、紙媒体の学生募集要項の配

布は行いません。大学のホームページ上で１１月下旬に公表する予定です。 
※ １週間以上経っても届かない場合はテレメールカスタマーセンターまでお問い合わせください。
なお、発送開始日以前の請求分は発送開始日に一斉に発送されます。 

※ 料金は変更になる可能性があります。 
 
＜問合せ先＞テレメールカスタマーセンター  

 Tel ０５０－８６０１－０１０２（9:30～18:00） 
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教
科

教
科

等
科

目
名

等
第

２
段

階
選

抜
試

験
の

区
分

国
語

地
理

歴
史

公
民

数
学

理
科

外
国

語
情

報
総

合
問

題
小

論
文

面
接

調
査

書
等

配
点

合
計

国
語

国
数

学
数

Ⅰ
･
数

Ⅱ
･
数

Ⅲ
･
数

Ａ
･
数

Ｂ
･
数

Ｃ
３

倍
共

通
テ

ス
ト

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

5
0
0

地
理

歴
史

「
地

総
,
地

探
」
「
歴

総
,
日

探
」

「
歴

総
,
世

探
」

個
別

学
力

検
査

等
2
0
0

2
0
0

2
0
0

※
1

※
2

※
1

6
0
0

一
般

選
抜

2
月

2
5
日

公
民

「
公

,
倫

」
「

公
,
政
・

経
」

計
1
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

5
0

1
1
0
0

(
前

期
日

程
)

2
月

2
6
日

「
数

Ⅰ
,
数

Ａ
」

　
　

 
9
3
名

「
数

Ⅱ
,
数

Ｂ
,
数

Ｃ
」

※
1

医
学

部
理

科
物

、
化

、
生

　
か

ら
２

医
学

科
外

国
語

英
､
独

､
仏

､
中

､
韓

　
か

ら
１

小
論

文
課

題
に

対
す

る
論

述
※

2

入
学

定
員

情
報

情
Ⅰ

面
接

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

従
い

、
資

質
、

適
性

を
評

価

(
2
.
7
倍

)
　

1
0
5
名

国
語

国
面

接
３

倍
共

通
テ

ス
ト

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

5
0
0

地
理

歴
史

「
地

総
,
地

探
」
「
歴

総
,
日

探
」

「
歴

総
,
世

探
」

個
別

学
力

検
査

等
－

※
3

－

2
月

7
日

公
民

「
公

,
倫

」
「

公
,
政

・
経

」
計

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

－
※

4

「
数

Ⅰ
,
数

Ａ
」

※
3

(
4
.
1
倍

)
「

数
Ⅱ

,
数

Ｂ
,
数

Ｃ
」

※
4

理
科

物
、

化
、

生
　

か
ら

２
面

接
３

倍
共

通
テ

ス
ト

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

5
0
0

外
国

語
英

個
別

学
力

検
査

等
3
0
0

※
5

3
0
0

2
月

8
日

情
報

情
Ⅰ

計
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

3
0
0
※

6
8
0
0

※
5

（
新

設
）

　
※

6

＜
注

Ⅰ
＞

　
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
利

用
教

科
・

科
目

に
つ

い
て

地
理

歴
史

・
公

民
で

２
科

目
を

受
験

し
た

場
合

は
、

第
１

解
答

科
目

の
得

点
を

採
用

す
る

。

＜
注

Ⅱ
＞

　
個

別
学

力
検

査
等

に
つ

い
て

（
医

学
科

）

数
学

Ⅰ
、

数
学

Ⅱ
、

数
学

Ⅲ
、

数
学

Ａ
は

全
範

囲
か

ら
、

数
学

Ｂ
は

「
数

列
」

、
「

統
計

的
な

推
測

」
か

ら
、

数
学

Ｃ
は

「
ベ

ク
ト

ル
」

、
「

平
面

上
の

曲
線

と
複

素
数

平
面

」
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
出

題
す
る

。

＜
注

Ⅲ
＞

　
入

学
定

員
に

つ
い

て

学
校

推
薦

型
選

抜
＜

全
国

一
般

枠
＞

の
合

格
者

が
５

名
に

満
た

な
い

場
合

は
、

残
余

人
員

を
一

般
選

抜
（

前
期

日
程

）
に

充
当

す
る

こ
と

と
す

る
。

5
0

(
令

和
７

年
度

志
願

倍
率

)

理
科

5
0

5
0

令
和
８
年
度
京
都
府
立
医
科
大
学
入
学
者
選
抜
の
実
施
教
科
・
科
目
等
に
つ
い
て
 
 
[
 
医
学
科
 
]

学
部

・
学

科
等

名
及

び
入

学
定

員
等

学
力

検
査

等
の

区
分

・
日

 
程

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

利
用

教
科

・
科

目
個

別
学

力
検

査
等

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
・

個
別

学
力

検
査

等
の

配
点

等

科
目

名
等

数
学

　
か

ら
１

物
理

（
物

理
基

礎
・

物
理

）
化

学
（

化
学

基
礎

・
化

学
）

　
　

か
ら
２

生
物

（
生

物
基

礎
・

生
物

）

数
学

　
 
 
 
 
 
 
 
 
　

(
６

教
科

８
科

目
)

面
接

試
験

の
結

果
に

よ
っ

て
、

医
師

及
び

医
学
研

究
者

と
な

る
に

ふ
さ

わ
し

い
資

質
、

適
性

を
欠

く
と

判
断

さ
れ

た
場

合
、

大
学
入

学
共
通

テ
ス

ト
及

び
個

別
学

力
検

査
の

成
績

に
か

か
わ

ら
ず

不
合

格
と

す
る

。

小
論

文
試

験
は

、
調

査
書

等
と

と
も

に
面

接
試
験

に
お

い
て

活
用

す
る

。

5
0

　
か

ら
１

共
通

テ
ス

ト
の

成
績

、
面

接
試

験
の

結
果

及
び
調

査
書

等
を

総
合

的
に

判
定

す
る

。

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

、
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
、

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

、
論

理
･
表

現
Ⅰ

、
論

理
･
表

現
Ⅱ

、
論

理
･
表

現
Ⅲ

英
語

5
0

5
0

　
 
 
 
 
 
 
 
 
　

(
６

教
科

８
科

目
)

学
校

推
薦

型
選

抜
<
地

域
枠

>

7
名

学
校

推
薦

型
選

抜
<
全

国
一

般
枠

>

5
名

以
内

調
査

書
等

は
面

接
試

験
に

お
い

て
活

用
す

る
。

調
査

書
等

は
面

接
試

験
に

お
い

て
活

用
す

る
。

面
接

試
験

の
結

果
に

よ
っ

て
、

医
師

及
び

医
学
研

究
者

と
な

る
に

ふ
さ

わ
し

い
資

質
、

適
性

を
欠

く
と

判
断

さ
れ

た
場

合
、

総
合

点
の

如
何

に
か

か
わ
ら

ず
不

合
格

と
す

る
。

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

従
い

、
医

師
と

な
る

に
ふ

さ
わ

し
い

資
質

、
適

性
を

評
価

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

従
い

、
資

質
、

適
性

を
評

価
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教
科

教
科

等
科

目
名

等
第

２
段

階
選

抜
試

験
の

区
分

国
語

地
理

歴
史

公
民

数
学

理
科

外
国

語
情

報
総

合
問

題
小

論
文

面
接

調
査

書
等

配
点

合
計

国
語

国
３

倍
共

通
テ

ス
ト

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

1
0
0

1
0
0
0

地
理

歴
史

「
地

総
,
地

探
」
「
歴

総
,
日

探
」

「
歴

総
,
世

探
」

個
別

学
力

検
査

等
1
5
0

1
5
0

※
7

3
0
0

一
般

選
抜

公
民

「
公

,
倫

」
「

公
,
政

・
経

」
「

地
総

／
歴

総
／

公
」

計
2
0
0

2
0
0

2
0
0

3
5
0

1
0
0

1
5
0

1
3
0
0

(
前

期
日

程
)

2
月

2
5
日

「
数

Ⅰ
,
数

Ａ
」

　
 

　
　

 
4
5
名

「
数

Ⅱ
,
数

Ｂ
,
数

Ｃ
」

理
科

面
接

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

従
い

、
看

護
職

者
と

な
る

に
ふ

さ
わ

し
い

資
質

・
適

性
を

評
価

※
7

医
学

部
外

国
語

英

看
護

学
科

情
報

情
Ⅰ

入
学

定
員

(
1
.
8
倍

)
　

 

 
 
8
5
名

　
※

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
を

課
さ

な
い

。
小
論
文
①

個
別

学
力

検
査

等
2
0
0

2
5

2
5

2
5
0

学
校

推
薦

型
選

抜
1
1
月

2
9
日

小
論
文
②

計
2
0
0

※
8
 
2
5

2
5

2
5
0

　
　

 
 
 
4
0
名

面
接

 
※

8

 

（
2
.
0
倍

）

＜
注

Ⅰ
＞

　
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

の
利

用
教

科
・

科
目

に
つ

い
て

地
理

歴
史

・
公

民
、

理
科

で
２

科
目

を
受

験
し

た
場

合
は

、
第

１
解

答
科

目
の

得
点

を
採

用
す

る
。

面
接

試
験

の
結

果
に

よ
っ

て
、

看
護

職
者

と
な

る
に

ふ
さ

わ
し

い
資

質
、

適
性

を
欠

く
と

判
断

さ
れ

た
場

合
、

総
合

点
の

如
何

に
か

か
わ

ら
ず

不
合

格
と

す
る

。

学
力

検
査

等
の

区
分

・
日

 
程

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
の

利
用

教
科

・
科

目
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

・
個

別
学

力
検

査
等

の
配

点
等

「
物

基
/
化

基
/
生

基
/
地

基
」

は
「

地
基

」
以

外
か

ら
２

 
又

は
、

物
、

化
、

生
か

ら
１

科
目

　
か

ら
１

 
 
　

(
６

教
科

７
科

目
)

数
学

面
接

試
験

の
結

果
に

よ
っ

て
、

看
護

職
者

と
な

る
に

ふ
さ

わ
し

い
資

質
、

適
性

を
欠

く
と

判
断

さ
れ

た
場

合
、

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
及

び
個

別
学

力
検

査
の

成
績

に
か

か
わ

ら
ず

不
合

格
と

す
る

。

英
語

資
料

に
基

づ
い

て
論

述
さ

せ
、

基
礎

学
力

及
び

読
解

力
、

思
考

力
、

表
現

力
を

評
価

総
合
問
題

(
小
論
文
)

1
0
0

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

、
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅱ
、

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

、
論

理
･
表

現
Ⅰ

、
論

理
･
表

現
Ⅱ

、
論

理
･
表

現
Ⅲ

1
0
0

科
目

名
等

令
和
８
年
度
京
都
府
立
医
科
大
学
入
学
者
選
抜
の
実
施
教
科
・
科
目
等
に
つ
い
て
 
 
[
 
看
護
学
科
 
]

学
部

・
学

科
等

名
及

び
入

学
定

員
等

個
別

学
力

検
査

等

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

従
い

、
看

護
職

者
と

な
る

に
ふ

さ
わ

し
い

資
質

・
適

性
を

評
価

資
料

（
英

文
を

含
む

）
に

基
づ

い
て

論
述

さ
せ

、
基

礎
学

力
及

び
読

解
力

、
思

考
力
、

表
現

力
を

評
価

(
令

和
７

年
度

志
願

倍
率

)
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  入学者選抜に関する問合せ先 
 

〒６０２−８５６６ 
    京都市上京区河原町通広⼩路上ル梶井町４６５番地 
 
     京都府⽴医科⼤学事務局教育⽀援課⼊試係 
     電話番号 ０７５−２５１−５１６７ （直通） 
 

問合せはやむをえない場合を除き志願者本⼈が⾏うこと。 


